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高校生に対する工学への興味の喚起

横浜国立大学
環境情報研究院（理工学部兼担）

森下 信

日本機械学会
関東支部神奈川ブロック
第18回神奈川フォーラム

2

理工系学部における課題のいくつか

進学希望者の激減（一部のマスコミ報道）
→ 工学部一人負け
→ 工学部の情報が高校生に伝わっていない
→ 高校も予備校も工学に対する理解が乏しい

＋高校生の質的変化？

入学後の学力不足
→ 講義についてゆけない
→ 教わることに慣れすぎ・質問もできない・ノートもとれない
→ 絶対的な知識不足
→ 学ぶことに対する積極的姿勢の欠如

● 質問するな，話を聞くときはノートもとるな（ある高校）

3

大学生における課題のいくつか

工学部に限定しない事柄：
●何に対しても興味をもたない

学生自身何をしてよいかわからない？
●コミュニケーションができない

友人が困っていてもほったらかし
●基本的な社会習慣を修得していない

挨拶はできない
掃除もゴミの分別もできない

原因はともかく・社会人として成立しない
4

文部科学省による施策
「次世代を担う若者への理数教育の充実」

コア・サイエンス・ティーチャー養成拠点構築事業
理科支援員等配置事業
サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト
理科教育等設備整備費補助
理数系教員指導力向上研修事業
スーパーサイエンスハイスクール
未来の科学者養成講座
国際科学技術コンテスト支援事業
理数学生応援プロジェクト
目指せスペシャリスト
・・・

5

社会の状況

■会社では
優秀な技術者の定年退職・技術の継承に対する不安
若手人材の不足

■学会では
熟練技術者の学会離れ
学会所属意識の希薄化

■高校では
偏差値による大学評価拡大
授業以外の活動による高校教員の疲弊

■大学では
少子化による志願者全入時代到来
入試制度改革に伴う入試科目の削減・ＡＯ入試導入

6

経済産業省の代弁・・・

これまでの我が国の産業発展を支えてきたのは技術者
技術のさらなる発展を目指すために若手人材育成が重要

「工学離れ」で若手参入が減少する危険性
→ 将来の我が国の技術衰退につながる

大学に入学する以前に「工学の面白さ」を伝えよう
→ 大学・高校・中学・小学・・家庭に至るまで

社会全体で工学の人材育成に取り組みましょう

「人材育成」には大変な手間と時間が必要です！
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7

これまでの高大連携状況

○高等学校・教育委員会との連携
県内高等学校代表者と本学執行部の連絡協議会開催
オープンキャンパス・模擬講義・出前講義の実施
学部講義の高校生への開放
カリキュラム接続高大連携に関する勉強会設置
神奈川県教育委員会・横浜市教育委員会との連携

○産業界との連携
包括連携に基づく教育研究活動の実践

以下は横浜国立大学の例ですが，どこの大学も
同様な試みを行っています．
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12

産学連携による
神奈川県内高等学校生徒に対する

早期工学人材育成プログラム開発事業

受託者：横浜国立大学
事業期間：３年間（平成20〜22年）

経済産業省による人材育成事業

「早期工学人材育成事業」
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本提案事業の特徴

１．教育委員会＋高等学校の協力

２．企業若手技術者を中心とした授業

３．学協会との協同提案：熟練技術者の参加

大学・学協会・企業・教育委員会・高等学校
強い連携・綿密な打ち合わせ

14

協力高等学校連携企業群

横浜国立大学

神奈川県

教育委員会
社団法人

日本機械学会

シニア技術者派遣

教員派遣

実習・見学等

実習・見学等

女性・若手技術者派遣

連携 連携

事業実施体制・１平成２０年度実績

15

プログラムの内容・１

講義・講演・実習・見学を通じて，工学の魅力を伝える

高校生の豊かな職業観の醸成高校生の豊かな職業観の醸成

産業技術の社会的価値・重要性

キャリアパスの重要性

産業技術の社会的価値・重要性

キャリアパスの重要性

本事業と並行して：
●技術者の社会的地位向上活動
●技術者の資格獲得運動＋社会的認知活動

本事業と並行して：
●技術者の社会的地位向上活動
●技術者の資格獲得運動＋社会的認知活動

16

平成２０年度講義の具体的テーマ例

●空飛ぶ力の源 —ジェットエンジンとロケットエンジンの仕組みとその開発現場— 

本井久之さん（IHI）＋檜佐彰一氏（日本機械学会会員）＋森下

●電気自動車の開発現場～バッテリーの役割とその未来

松山千鶴さん（日産自動車）＋渡辺正義教授

●ロボット —ロボットが動く仕組みとロボットを動かす仕事の面白さ－

香月理恵さん（東芝）＋岩間直也氏（日本機械学会会員）＋森下

●クルマの動きを制御する面白さと難しさ

鈴木卓馬さん（日産自動車）＋松尾 宏氏（日本機械学会会員）＋森下

●自然に学ぶ流れの技術 —流体機械— 

太田聖子さん（IHI）＋丸田芳幸氏（日本機械学会会員）＋森下

●モノが壊れる仕組み —ノートパソコン，携帯電話が壊れないための工夫— 

大森隆広さん（東芝）＋花宮俊彦氏（日本機械学会会員）＋森下

協力企業：日産自動車，IHI，東芝

17

柏陽高校での第１回授業
ＩＨＩ・本井久之氏

歴史を補足する
檜佐彰一氏（機械学会）

18

西湘高校の第１回授業
日産自動車・鈴木卓馬氏
＋松尾宏氏（機械学会）

生徒から大好評の授業！

若手＋熟練技術者
持ち味を生かした授業
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19

協力高等学校
柏陽高校・西湘高校

横須賀高校・厚木高校
座間高校・鎌倉高校

小田原高校・市立桜丘高校
横浜緑が丘高校

光陵高校・甲陵高校
聖光学院高校

連携企業群
日産・東芝・ＩＨＩ

ＩＨＩﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ
ＪＦＥスチール・旭硝子

味の素・三井造船
富士通・鹿島・JICA

横浜国立大学

神奈川県

教育委員会

日本機械学会
日本鉄鋼協会
日本化学会

日本船舶海洋工学会
土木学会

シニア技術者派遣

教員派遣

実習・見学等

実習・見学等

女性・若手技術者派遣

連携 連携

２２年度事業：分野拡大

20

コンクリートでつくる・コンクリートをつくる
谷教授＋鹿島建設

21

ものが壊れるしくみ
（チョークを割る実験）

22

携帯電話の中身を探る
花宮氏（小峰無線工業）

23

効果的な取組方法

●技術を目の前で見せる
→ 技術者の登場・協力が不可欠

●高校教諭も一緒に参加
→ 高校と大学の連携強化・情報共有

●同じ釜の飯を食う
→ 昼食を一緒にとるだけで親近感増大

24

今までにわかったこと

出前講義・模擬講義だけでは不十分
→内容はわかるはずがない

高校生では時期が遅い
→早めに「何になりたいか」尋ねる

高校教諭と大学との連携不足
→大学の敷居が高すぎる

出前講義・模擬講義だけでは不十分
→内容はわかるはずがない

高校生では時期が遅い
→早めに「何になりたいか」尋ねる

高校教諭と大学との連携不足
→大学の敷居が高すぎる

高大接続教育の重要性

-98-



25

23年度から自立化

企業講師の交通費・人件費は企業負担
大学教員は自分の研究費で交通費負担

新たに参画した協力企業
日本ロレアル（株）・（株）花王・千代田化工建設（株）

新たに参加した高校
横浜雙葉高校・平塚中等教育学校

平成23年（23講座，11高校：企業10社，高校生 843名）
平成24年（30講座，13高校：企業11社，高校生1,279名）
平成25年（26講座，15高校：企業12社，参加高校生???名）
（森下が窓口になった講座のみ：講座数には大学教員が担当したものを含む）

26

本取組を支えるキーポイント

■ 若手技術者・熟練技術者の熱意
企業の本活動に対する理解

■ 受入先高校の担当教諭の熱意
高校執行部の本活動に対する理解

■ 大学教員のコーディネート
忙しいのはわかるが・・・

人材育成はなかなか成果が見えない
地道な取組が重要・10年後100年後に実を結ぶ
ここで手を緩めても，誰も責任がとれない！

-99-



SSH事業における高大連携・
企業連携について

神奈川県立神奈川総合産業高等学校

校長 中垣 匡

第18回神奈川フォーラム 神奈川総合産業高等学校

科学技術の視点及び国際性の視点から
産業を幅広く学び、新たな産業の創出や
科学技術の進展に主体的にかかわる人
材の育成

平成21年文部科学省よりスーパー
サイエンスハイスクール指定

平成21年度から平成25年度（５年）

深く学んで進学につなげる 神奈川県として初めての

１ 単位制専門学科

深く（専門的に）学んで、進学
に繋げる

２ 総合産業科

６系の専門分野

専門分野

工学

情報

科学

国際

環境
ﾊﾞｲｵ

ｶｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、ﾛﾎﾞｯﾄ工学

3DCG、WEBﾃﾞｻﾞｲﾝ

環境科学、ｴﾈﾙｷﾞｰｻｲｴﾝｽ

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ

宇宙科学、応用数学（物理）

多文化理解、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

課題研究

ＳＳＨ事業における大学との連携

１ 課題研究テーマの決定

ＴＡ（大学院生）を雇用

２ 探究活動の深化

科目履修、研究活動

３ 大学選択

新たな高大接続
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大学との連携

TAの雇用

課題研究の助言・指導者として
大学院生等を雇用

大学との連携（２）

先端探究Ａ 大学の講座を履修

先端探究Ｂ
大学の夏季集中講
座を履修

先端探究Ｃ
大学研究室での研
究活動

単位互換制高大接続

大学との連携（３）

新たな高大接続の構築

新たな入学者選抜システム

課題研究（本校の授業）

ＴＡ（大学研究室）

ＡＯ入試 （実現できていない）

大学との連携（４）

夏季集中講座 ＩＴエンジニアリング

本校のカリキュラムとして位置付け

（神奈川工科大学と連携）

大学が高校生のための講座を開設

これまでの高大連携

出前講座、集中講座
科目履修
大学訪問、研究室訪問

本校の取組

ＴＡの雇用
単位互換性

高大連携による入学者選抜制度
研究活動の継続

新しい高大連携の課題

ＴＡの雇用 経費

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活用
卒業生の活用

単位互換制、研究活動の継続

可能性はあるが限定的
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新しい高大連携の課題（２）

高大連携による
入学者選抜

現行

ＡＯ入試へ
の活用

連携ＡＯ入試

課題研究

先端探究
選抜資料

連携構築

新しい高大連携の課題（３）

本校生の実力

目指したい大学

連携大学

（新たな連携）

企業との連携

特別講座

ﾌｨｼﾞｶﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ

（株）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾄﾞ･ｻｰﾋﾞｽ

（株）ｲﾝﾌｫﾃﾞｻﾞｲﾝ

開発手段の不足

課題

これからの連携

単発の連携事業

継続的連携事業（高大接続）

連携講座

ＴＡ、研究アドバイザー

入学者選抜における連携

東京農工大学SAIL入試

入学者選抜における連携

東京農工大学SAIL入試

（工学部物理システム工学科）

自然科学の実験・観察結果に基づく特別
活動レポートと面接試問等による選抜

課題研究、先端探究

高校と大学、企業の双方にとって
有意義な連携の構築に向けて今後も
取り組んでまいります。

神奈川県立神奈川総合産業高等学校

中垣 匡
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日本機械学会関東支部神奈川ブロック　　
第18回神奈川フォーラム	

2013/07/26	

1	

神奈川ブロックと	  
その参加団体による	  

小中高生に対する働きかけ	

神奈川大学　原村嘉彦	  
	  

第18回神奈川フォーラム	  
（2013年7月26日　神奈川県産業技術センター）	  

	

1	

神奈川ブロックとしての活動	

•  小中高生のための見学会（1994年〜）	  
•  小中学生工作教室（2007年〜）	  
•  高校教員との意見交換会（2008年〜2012年）	  

2	

小中高生のための見学会(〜2005)	  

•  1994	  「くるま作りに見る技術の先端」 日産自動車追浜工業	

•  1996 「エネルギーってなんだろう」 東芝科学館	  

•  1998	  「水上バスで港めぐりとガス科学館見学」 ガス科学館 	  

•  1999	  「みなとみらいで科学体験」 三菱みなとみらい技術館 	  
•  2000	  東急電車とバスの博物館	  

•  2002	  「キリン横浜ビアビレッジ(ビール工場)」 	  

•  2003	  「みなとみらいで科学体験」 三菱みなとみらい技術館 	  
•  2004	  ｢新江ノ島水族館の裏側を知ろう」 新江ノ島水族館 	  

•  2005	  「みなとみらいで夏の科学体験」 三菱みなとみらい技術館	

3	

小中高生のための見学会(2006〜)	  

•  2006	  全日空機体工場 	  
•  2007	  「流れのふしぎ展見学と簡易工作」 	  

	神奈川県立青少年センター 	  
•  2008	  「みなとみらいで科学体験」 三菱みなとみらい技術館 	  
•  2009	  「日本科学未来館で科学体験」 日本科学未来館 	  
•  2010	  「みなとみらいで科学体験」 三菱みなとみらい技術館 	  
•  2011	  「海の上からの工場見学」 	  

	三菱みなとみらい技術館 ＋ 遊覧船 	  
•  2012	  東芝科学館 	  
•  2013	  「迫力満点の製鉄工場と海からの港湾施設の見学」	

		  JFEスチール東日本製鉄所 	
4	

小中学生工作教室	  
––	  スターリングエンジンの製作	  ––	  

•  2007年夏から開始	  

•  2007年〜2009年	  
　　　　川崎市青少年科学館	  
　　　　横須賀市自然・人文博物館	  

•  2010年　　横須賀市人文自然博物館・神奈川大学	  

•  2011年　　神奈川大学（１日のみ）	  

•  2012年　　関東学院大学・神奈川大学	  

•  2013年　　川崎市産業振興会館・関東学院大学	  

2008からは，機械学会の「機械工学振興事業資金」の補助を得て実施	  
5	

見学会・工作教室を振り返って	  

•  見学会は，会員へのサービスの域を超えていない	  
	  –––	  新たな層の開拓にはなっていない	  

•  工作教室は，霧の中 !!	  	  
	  –––	  中学生の参加者は少ない	  	  
 　　è　理工系学部進学者を増やしているか疑問	  
	  –––	  新たな層の開拓ができているのか？	  

	

6	
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高校教員との意見交換会	  

「将来の技術者育成に資する高校教員と大学教員の意見交換
会」　　	  
高校教員の登録者24名	  
•  工学の魅力を高校の先生から生徒にアピールしてもらいたい	  
•  工学の幅広さ，工学と社会との密接な関わりを知ってもらう	  
　　è各大学での教育の紹介（各大学で開催）	  
　　è大学で行われている研究などの紹介	

•  教育現場の工夫や悩みについての情報の共有	  
　　è高大連携活動の紹介	  
　　è教育における工夫（教材・運営方法）の紹介	

7	

高校教員との意見交換会	  

	  第１期	  ––	  物理履修への誘導をめざして	  

•  2008年８月／2009年1月の初回を開催	  
慶應義塾大学	  
「高校における物理教育内容の変遷」 	  原村 嘉彦	  
「物理教育の方法（物理を理解する上で集中的に教育すべき
事項）」 	  原村 嘉彦	  

•  2009年8月 	  東海大学	  
「飛行機はなぜ空を飛べるのか？	  
（流体力学の幅広い応用と基礎原理について）」 	  石綿 良三	  
「物理の教育に数学がどこまで必要か．（最低限必要な数学
知識・能力の提示を試みる）」 	  原村 嘉彦	  

8	

高校教員との意見交換会	  

第２期	  ––	  高大連携に関する情報交換	  

•  2010年1月 	  関東学院大学	  
「メカニズムから見るロボット工学 （機械力学，設計工学，制

御工学の融合）」 	  森田寿郎	  
	  「理系教育と将来の技術者育成　〜これからの高大連携〜」	  

	  木浪信之 	  

•  2010年8月 	  明治大学	  
「ピアノの構造と音響」 	  西口磯春	  
「ＳＳＨと高大連携の取組み」 	  中島 淳一郎	

9	

高校教員との意見交換会	  

第３期(1/2)	  ––	  教育方法に関する情報交換	  

•  2010年1月 	  神奈川大学	

「シリコン単結晶育成技術と機械工学（企業経験を中心に）」	  
	  小野 直樹	  

「力学を中心とした演示実験・ビデオ教材について」 喜多 誠	  

•  2011年8月 	  湘南工科大学	  
「原子力発電シ ステムと安全問題のトピックス」 	  横堀 誠一	  

「力のモーメントに関するオリジナル教具の紹介」	   	  齊藤 隆	  

10	

高校教員との意見交換会	  

第３期(2/2)	  ––	  教育方法に関する情報交換	  

•  2012年1月 	  神奈川工科大学	  

「水泳の科学」	   	  伊藤 慎一郎 	  
「物理授業のあり方を模索する」 	  水本 大悟 	  

•  2012年12月 	  横浜国立大学	  

「ものつくり教育とスターリングエンジン」 	  原村 嘉彦	  
「科学教育と科学コンテスト」 	柏木 隆良	

	  

11	

高校教員との意見交換会を振り返って	  

•  高校の先生は忙しい	  
•  公立高校の先生はなかなか学外に出られない	  

	  10名ほど参加いただくことがあったが，奇跡 !!	  	  
•  教員免許更新でそのための講習をやるより，このような機会

を利用できる制度にして欲しい	  
効果？	  
•  高校の先生の間の情報交換の場にもなった．	  
•  高校教員の立場，大学教員の立場で議論を交わした	  
•  この活動で理系志願者を増やせたか？	  
　　　è懐疑的　参加校が県下の高校の１割にも満たない	  
　　　　　でも，やる方が良い !!	  	  

12	
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関係企業による活動	  

アンケートを実施した	  

　質問項目	  

　１．技術者の派遣（小学校・中高）・高校教育の支援	  

　２．見学会，展示施設，一般公開	  

大小10社（うち１社は財団の研究所）から回答いただいた	  

	  

大手は，平均的に，年に１回の公開，年に数回の見学会，年に

数回の中高生の教育への協力．	  

特出すべきは，日産，そして東芝科学館	

13	

積極的な例（日産）	   2013/07/22 11:32日産｜社会貢献の取り組み｜出張授業のご案内

1/1 ページhttp://www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/VISITINGSCHOOL/

2013/05/22 日産自動車、3つの出張授業「日産モノづくりキャラバン」、「日産デザインわくわくスタジオ」、「日産わくわくエコ
スクール」を実施
2013/04/26 「出張授業のご案内」 2013年度の募集を開始しました
2012/05/22 日産自動車、社会貢献活動として2012年度も3つの出張授業を継続実施
2012/04/17 「出張授業のご案内」 2012年度の募集を開始しました
2012/03/30 出張授業のご案内サイト　リニューアル

神奈川県・栃木県・福
岡県内の小学校5年生
を対象に、モノづくり
の大切さや楽しさを教
える出張授業「日産モ
ノづくりキャラバン」

を実施しています。児童は教室にいながらにし
て、モノづくりを体験することができます。

応募方法
地域により異なる

お問合せ先(TEL)
神奈川県:080-3463-5573
栃木県:0285-56-1204
福岡県:093-280-1938

2013年度の募集を開始しました

詳細はこちら

神奈川県内と一部東京都の小学校5・6年生を対
象に、出張授業「日産デザインわくわくスタジ
オ」を実施しています。日産の現役デザイナー
が児童の描いた絵をベースに、実際のデザイン
ワークを行いデザインの仕事の醍醐味や夢を持
つ大切さを伝える職業体験プログラムです。

応募方法
FAX

お問合せ先(FAX)
046-270-3072

2013年度の募集を開始しました

詳細はこちら

神奈川県内および
その近辺の小学校
5・6年生を対象
に、環境について
考えるきっかけを

増やしたいという思いから、出張授業「日産わ
くわくエコスクール」を実施しています。環境
問題の講義や、エコカー模型キットの走行実験
やエコカーの体験などを通して、環境に配慮し
た未来のクルマについても学習することができ
ます。

応募方法
FAXまたはEmail
（詳細は指定の申込用紙をご覧ください）

お問合せ先
FAX：03-3701-0355
Email：nissan-wakueco@hersnet.co.jp

2013年度の募集を開始しました

詳細はこちら

14	

１．出張授業（小学校）　2．工場見学　３．展示場　４．講義・実験(高校)	

出張講義（小学校）	2013/07/22 11:41日産｜社会貢献の取り組み｜出張授業のご案内

1/1 ページhttp://www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/MONOZUKURI/

日産の製造業としての強みを十分に活かした、同社オリジナルの教育プログラムで、次世代を担う子どもたちに「モノづくりの
楽しさ」や、効率良く品質の高い生産を行うための創意工夫を実感してもらう体験型教育支援プログラム。

工場見学とは一味違う製造業の現場体験を提供します。

2013年度の募集を開始しました
日産モノづくりキャラバンにご興味のある小学校関
係者の方は、下記までお問合せください。

2013/07/22 11:41日産｜社会貢献の取り組み｜出張授業のご案内

1/2 ページhttp://www.nissan-global.com/JP/DESIGN/KIDS/

皆さんは「カーデザイナー」という仕事をしっていますか? カーデザイナーは車の外観や室内をどんな形や色にするかを
決める、とても魅力的な仕事です。

日産はその楽しさをしってもらうため、皆さんの学校を訪問する活動をしています。

日産のカーデザイナーが皆さんの目の前でスケッチを描いたり、仕事の中身について映像を交えながらお話をします。

興味のある人は先生と相談の上、どしどし応募してくださいね。

2013年度の募集を開始しました

例年9月～11月はご希望が集中します。
受付は先着順とさせていただき、ご希望の時期に実

日産デザインわくわくスタジオにご興味のある小学
校関係者の方は、FAXにて申し込みを受け付けま
す。指定の申込用紙にご記入の上、下記までお送り
ください。

15	

モノづくり体験	 デザインワークの職業体験	

環境問題の体験学習	

2013/07/22 11:41日産｜社会貢献の取り組み｜出張授業のご案内

1/2 ページhttp://www.nissan-global.com/JP/CITIZENSHIP/ECO-SCHOOL/

将来を担う児童のみなさんに地球環境状況と自動車産業の環境技術の取り組みを伝えることで、環境意識を育
て理科離れを改善する一助として、「日産わくわくエコスクール」を実施しています。

エコカーを開発・製造している日産だからこそ提供できる新しい環境技術の体験教室です。

2013年度の募集を開始しました
日産わくわくエコスクールにご興味のある小学校関
係者の方は、FAXまたはEmailにて申し込みを受け
付けます。指定の申込用紙にご記入の上、下記まで
お送りください。

60回	  
約5,000名／年	  
（神奈川県＋近隣）	  

300校	  
約18,000名／年	  
（神奈川・栃木･福岡）	  

24校	  
約2,200名／年	  
（神奈川県＋近隣）	  

h2p://www.nissan-‐global.com/JP/CITIZENSHIP/VISITINGSCHOOL/	

工場見学	

•  2012年度，約300万人を
追浜工場で受入	

展示場	

日産本社展示場（横浜）	  
•  来場者	  
	  1日平均2,500名，	  
	  週末4,000名	

16	

一般公開	

�  2008年,	  2012年：クルマ未来祭	  
	   ＠日産テクニカルセンター（厚木）	

�  2008年、2011年：NATCオープンデー 	  
	  ＠日産先進技術研究所（厚木）	

�   	

高校教育の支援	  

スーパー・サイエンス・ハイスクール（2010年）	  
•  燃料電池自動車の仕組みについて講義、および模型製作 	

サイエンス・パートナーシップ・プログラム（2012年）	  

•  ：燃料電池・安全自動車について講義と実験、試作評価	

17	

日産の話はここまで	

東芝科学館における活動	  

•  出張科学教室（年間52件，延べ参加者5,032名）	  

•  サイエンスショー、環境クイズ、セミナーの実施（年間297回)	  

•  見学会（年間，小学校:388件32,557名／中学校:55件2,313名
／高等学校:67件3751名）	  

•  公開行事（延べ　156回，参加人数 延べ 約　8,796名）	  

•  川崎市立中学校の連合文化祭における理科研究発表会へ

の会場提供	

18	
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関係大学による活動	  
小学生向け行事 
•  実験＋講義	  
•  講義	  
•  見学会	  

中学生高校生向け行事 
•  出張講義・模擬講義	  
•  見学会・説明会	  
•  行事企画・参加	  

「きらめき☆ときめきサイエンス」（学術振興会）	  
「中高生のためのサイエンスフェア」(神奈川県)	  
その他	  

19	

企業・大学での活動を振り返って	  

•  日産は頑張っているが．．．	  
•  企業活動を社会に見せる必要性 !!	  	  
	  
•  大学はそれなりに努力している（切羽詰まって

いる ?? ）	  

足りないもの 
•  小学校高学年児童から中学生への働きかけ	  
•  幅広い働きかけ	  

20	

まとめ	  

 
 

24	
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アンケートのご協力いただいた下記企業等の関係者（五十音
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作所 横浜研究所，三菱重工業(株)横浜製作所．	
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